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1 は じ め に

レプトスピラ症は，Leptospira interrogansに属する

病原性レプトスピラによる感染症で，海外における発生

報告も多い．牛，鹿，豚，犬をはじめ，ほとんどのほ乳

類に感染する［1, 2］．特に，げっ歯類では高率に保菌が

認められることから，自然宿主と考えられている［1］．

菌は，感染動物の腎臓尿細管等で増殖した後尿中に排泄

され，汚染された水や土壌を介して他の家畜に経口・経

皮的に感染する［1, 3］．レプトスピラは，スピロヘータ

目レプトスピラ科に属するグラム陰性細菌で，生きた菌

を暗視野顕微鏡下で観察すると，ヘビ様の活発な回転運

動が認められるが，分離培養は難しく，培養には長い時

間を要する［3］．レプトスピラ属菌には多くの血清型・

遺伝子型が報告されているが，L. interrogans serovar

Pomona，L. Canicola，L. Icterohaemorrhagiae，L.

Grippotyphosa， L. Hardjo， L. Autumnalis及 び L.

Australisの7種類の血清型によるレプトスピラ症が家

畜伝染病予防法による届出伝染病に指定されている．

国内における「豚のレプトスピラ症」としての届出件

数は年間数例程度と少ない［4］ものの，暗視野顕微鏡

下の生菌凝集［5h7］及びELISA［7］による抗体検査，

PCRによる病原学的検査［6］等によって，国内の豚に

おいても様々な血清型のレプトスピラが浸潤しているこ

とが示唆されている．肥育豚における症状は顕著ではな

いものの，妊娠豚が感染すると，早産・死産，虚弱・未

熟豚の産出が起こることが報告されており［2, 4, 5］，

また，人獣共通感染症であることから，公衆衛生の観点

からも問題となる疾病である．

2 ワクチンの概要

（1）ワクチン開発の経緯

海外における豚のレプトスピラ病不活化ワクチンの歴

史は古く，1986年に米国で「豚パルボウイルス，豚丹

毒菌及びレプトスピラ・インテロガンスの5種類の血清

型株（L. Pomona，L. Canicola，L. Icterohaemorrha-

giae，L. Grippotyphosa，L. Hardjo）を加えた混合不

活化ワクチン」が承認されている．2001年には，これ

に L. Bratislavaを加えたワクチンが米国で承認され，

2002年～2007年には，カナダ，韓国，コロンビア等28

カ国においても承認された．日本においても，近年，レ

プトスピラに起因する異常産の報告や抗体調査による菌

の浸潤が窺われたことから，2007年5月に豚のレプト

スピラを含有する混合不活化ワクチンとして初めて承認

された（表）．

（2）ワクチン株

レプトスピラワクチンの予防効果は血清型特異的であ

ることから，ワクチンには表に示された6種類の血清型

株が含まれている．いずれの株も米国において分離され

た株である．

（3）ワクチンの種類

現在，日本で承認されているワクチンは表に示した混

合不活化ワクチン1種類のみである．

（4）ワクチンの形態

水酸化アルミニウムゲル及びレシチン加軽質流動パラ

フィンをアジュバントとする乳白色，不透明な懸濁液で

ある．

（5）ワクチンの保存

2～7℃の冷暗所で保存する．直射日光及び凍結は品

質に影響することから，避けなければならない．

3 製法及び使用方法

（1）製　　　法

豚精巣株化細胞培養不活化豚パルボウイルスNADLh7

株及び豚丹毒菌CN3342 株培養上清不活化濃縮液にそ

れぞれアルミニウムゲルアジュバントを添加したもの

に，レプトスピラ・インテロガンスの血清型ブラティス
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ラーバ JEZ株，血清型カニコーラCh51株，血清型グリ

ッポチフォーサMAL1540株，血清型イクテロヘモラジ

ーNADL11403株及び血清型ポモナT262株及び血清型

ハージョWHO株の不活化培養菌液をそれぞれ混合し，

レシチン加軽質流動パラフィンアジュバント及び乳化剤

を添加したものである．

（2）使 用 方 法

健康な繁殖豚に1回5mlずつを3週間の間隔で2回筋

肉内に注射する．2回目の注射は，種付け3週間前に行

う．次回以降の繁殖時に行う補強注射は，5mlを種付け

3週間前までに1回筋肉内に注射する．

4 使用上の注意

特記すべき使用上の注意としては，下記の事項があ

る．

（1）本剤注射後10週間以内は，と畜場に出荷しない

こと．

（2）2回注射による免疫を行う場合には，同一部位に

注射しないこと．

（3）本剤注射後，一過性の元気消失，食欲不振，体温

上昇又は注射局所の軽度の腫脹が認められることがあ

る．

（4）本剤と他のワクチンとの同時接種は避けること．

また，本剤注射後3週間以内は他のワクチンを注射しな

いことが望ましい．

その他，ワクチンに添付された説明書の使用上の注意

をよく読んで遵守することが必要である．

5 お わ り に

豚のレプトスピラ病ワクチンは，繁殖期を中心に数回

の接種を必要とすることから，接種時期に注意を払う必

要がある．また，予防効果は血清型特異的であることか

ら，ワクチン株と異なる血清型が流行している場合には

適切な効果が認められない．レプトスピラ症対策として

は，保菌豚の治療又は淘汰，げっ歯類の駆除，野生動物

や罹患犬の侵入防除，定期的な豚舎の清掃や消毒といっ

た日常の飼養管理・衛生管理を行い，農場の実態等を勘

案してワクチンを有効に使用することが大切である．
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一般的名称 

豚パルボウイルス感染症・
豚丹毒・豚レプトスピラ病
（イクテロヘモラジー・カ
ニコーラ・グリッポチフォ
ーサ・ハージョ・ブラティ
スラーバ・ポモナ）混合（ア
ジュバント・油性アジュバ
ント加）不活化ワクチン 

商品名 

ファローシュ
アプラスB

ファイザー 

製造販売業者名 製造用株又は有効成分 用法・用量 

健康な繁殖豚に 1 回
5 ml ずつを 3 週間の
間隔で 2回，筋肉内に
注射する．2 回目の注
射は種付け 3週間前に
行う．次回以降の繁殖
時に行う補強注射は
5 ml を種付け 3 週間
前までに 1回，筋肉内
に注射する． 

レプトスピラ・インテロガンス 
血清型ブラティスラーバ JEZ株 
血清型カニコーラ Ch51 株 
血清型グリッポチフォーサ 

MAL1540株 
血清型ハージョWHO株 
血清型イクテロヘモラジー 

NADL11403 株 
血清型ポモナ T262 株 
豚丹毒菌 CN3342 株 
豚パルボウイルスNADLh7株 

表　わが国で承認されている豚レプトスピラ病ワクチン成分を含有する混合不活化ワクチン 
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1 は じ め に

ヘモフィルス・パラスイス感染症は，豚の鼻腔内に常

在するヘモフィルス・パラスイスを起因菌とする豚の日

和見感染症であり，グレーサー病とも言われている．

ヘモフィルス・パラスイスはグラム陰性の桿菌で発育

にV因子（ニコチンアミドアデニンジヌクレオチド：

NAD）を要求する．

本病は輸送，離乳及び寒冷などのストレスが誘因とな

り5～10週齢の子豚で発生する．

本病は，甚急性または急性に経過し，甚急性例では発

熱そのほかの症状を呈することなく急死する．急性例で

は発熱（41℃前後）を特徴とし，元気消失，食欲不振

を示す．剖検所見では線維素性または漿液線維素性の胸

膜炎，心外膜炎，腹膜炎および関節炎を特徴とする．

本菌は，菌体加熱抽出抗原を用いたゲル内沈降反応に

よって1～15の血清型に区別され，またいずれの血清

型にも属さない型別不能株も存在する．わが国では5型

菌の分離率が最も高い［1］．

2 ワクチンの概要

（1）ワクチン開発の経緯

ヘモフィルス・パラスイス感染症は1910年にドイツ

にてGlässerにより初めて報告されて以来，世界各国で

発生している．わが国では1971年長崎県で最初の報告

がされて以来，全国で発生が見られている．通常の豚飼

育農場においては，本病は散発的かつ限局的な発生であ

るが，近年増加している SPF豚飼育農場においては本

菌フリーの SPF豚群に本菌が感染した場合，月例に関

係なく高い罹患率と死亡率を示し，大きな損害をもたら

す．そのため，本病は SPF豚飼育農場において重要視

されるようになり，ワクチン開発が強く望まれ，1992

年にわが国における発生報告の一番多い血清型5型に対

するヘモフィルス・パラスイス（5型）感染症（アジュ

バント加）不活化ワクチンが承認された．その後，血清

型2型菌の関与する症例が5型菌に次いで多く発生した

ことを受け，製造用株として血清型2型株を加えたヘモ

フィルス・パラスイス（2・5型）感染症（アジュバン

ト加）不活化ワクチンが1997年に承認された．

（2）ワクチン株

ヘモフィルス・パラスイス感染症不活化ワクチンの製

造用株は，グレーサー病に罹患した豚から分離されたヘ

モフィルス・パラスイスを継代した血清型2型の滝川

188株及び血清型5型の長崎株である．

（3）ワクチンの種類

現在，わが国で市販されているワクチンは2価の不活

化ワクチンの1製剤のみである．

（4）ワクチンの形態

ホルマリンで不活化したヘモフィルス・パラスイスの

培養菌液に水酸化アルミニウムゲルアジュバントを添加

した液状のワクチンである．

（5）ワクチンの保存

冷蔵保存する．直射日光，加温及び冷凍は品質に影響

することから，避けなければならない．

3 製法及び使用方法

（1）製　　　法

ヘモフィルス・パラスイス血清型2型菌及び5型菌の

培養菌液をホルマリンにより不活化したものに，アルミ

ニウムゲルアジュバントを添加して製造される．

製造販売業者において，特性試験，pH測定試験，無

菌試験，染色試験，ホルマリン定量試験，チメロサール

定量試験，アルミニウム定量試験，異常毒性否定試験，

力価試験等を実施し，規格に適合することを検査してい

る［2］．
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一般的名称 

ヘモフィルス・パラスイス
（2・5 型）感染症（アジュ
バント加）不活化ワクチン 

商品名 

日生研グレー
サー病 2価ワ
クチン 

日生研 

製造販売業者名 製造用株又は有効成分 用法・用量 

30 日齢以上の豚に 1 ml
を 2～ 4週間隔で 2回，
筋肉内に注射する． 

ヘモフィルス・パラスイス滝川
188 株（血清型 2型） 
ヘモフィルス・パラスイス長崎株
（血清型 5型） 

表　わが国で承認されているヘモフィルス・パラスイス感染症ワクチン（不活化ワクチン） 
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（2）使 用 方 法
表の用法・用量のとおり，30日齢以上の豚に2～4週

の間隔で1回1mlずつを2回，筋肉内に注射する．

4 使用上の注意
ヘモフィルス・パラスイス感染症ワクチンを使用する
際には，ワクチンに添付された使用説明書の使用上の注
意をよく読み，遵守することが必要である．

5 お わ り に
ヘモフィルス・パラスイス感染症の予防対策は，スト

レスを軽減させることが第一である．その為，日常の飼
養管理，衛生管理の徹底が基本であり，その上で，不活
化ワクチンを使用することが大切である．
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